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                          事業所名 デイサービス笑笑音 石田 

 

 

           運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

 

開催日時 令和６年３月 15 日  10 時から 

参 加 者 議   題 

利用者様       １名 

利用者家族様     １名 

学職経験者      １名 

市職員        １名 

地域包括支援センター １名 

事業所        １名 

・事業報告 

・個別訓練の取り組みについて 

・個別訓練事例紹介 

・ヒヤリハット 

・質疑応答 

会      議      録 

1. 開会の挨拶 

 

2. 会議参加者 自己紹介（６人参加） 

 

3. 事業報告 

      曜日別利用状況 

      利用介護度別人数 

 

4. 事業所の特色についての説明 

 

5. 個別機能訓練の実施状況 

改善事例の紹介（２件） 

     

6. ヒヤリハット（２件） 

 

7. 質疑応答、感想など 

 

ご利用者様： 

   目がぼんやりしか見えない為、前からいるスタッフはわかるが、新しいスタッフは 

   わからないので大きな名札をつけてもらえると嬉しいです。 

 

事業所： 

   名札をつけることにより介助するときに利用者様を怪我させてしまう事があるかもしれ
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ないのでつけることは難しいです。新しいスタッフには覚えるまで名前を言ってもらい

ますね。脳トレにもなるので名前を憶えてくださいね。 

 

ご利用者様： 

   頑張って覚えます。 

 

地域包括支援センター： 

お風呂だけを目的として来られる方は増えていますか？ 

 

事業所： 

お風呂だけを目的に利用を希望されている方はお断りさせて頂くことが 

多くなっています。半日でのお風呂に入ることができる人数が 8人前後の為、 

現在は定員に達している曜日が多い為です。空きができたらご案内は出来ます。 

 

地域包括支援センター：  

自宅の浴槽が深くて跨げない、入れない方がおられるので 

お声かけさせてもらいます。 

 

市職員： 

   救急車を呼ぶような事故はないですか？ 

 

事業所： 

   最近はないです。以前、意識がなくなり危険であるとこちらが判断し 

   救急車を要請したことがあります。 

家族にも、同意をもらっていますので、こちらが危険と判断したら、すぐに 

要請しています。 

 

御家族： 

4 年くらい前は膝が悪く、浮腫みもひどく立ち上がることも座ることも歩くこともあま

りできない状態だったため、認定を受けこちらを紹介してもらった。 

デイには行きたくなかったが歩けるようになりたいと思う気持ちが強かったので通いだ

し、今現在、この状態でおれることが本人も喜んでいます。 

コロナ禍でも休むこともなく通えた。手洗いの事やうがい、消毒のことなど教えてもら

い衛生習慣がみにつき今でもきちっとできているのでよかったとおもっている。 

 

学職経験者： 

   あくまでも個人的感想ですが、近年、デイサービスを利用する人の疾患の種類や障

害の度合いが以前と比べて多様化しているような気がしています。病院の在院日数
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が短くなったことや外来リハビリテーションの制限もあって、十分な身体機能の改

善が獲得されていないまま退院し、すぐにデイサービスでの運動を希望されるケー

スも増えています。現在、多くのケースは困ることはないのですが、特に病院で心

臓リハビリテーションを受けていた場合や骨折後の保存療法（時に観血的療法）を

行っている場合などは、運動負荷量や荷重管理などのリハビリプログラムをどのよ

うに進めて行けば良いのか苦慮する場合もあります。もちろん情報のやり取りをし

て運動を進めていますが、もう少し効率の良くそれぞれの役割で必要な情報交換の

仕組みができれば、早期に不安なく効果的な運動を行うことが可能になると思いま

す。 

 

 

 ⒐閉会の挨拶 

 

 

          次回の運営推進会議は令和６年９月を予定しております。 

 

 


